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昭
和
町
長

昭
和
六
十
二
年
度
の
町
政
が
ス
タ

ー
ト
し
、
当
初
か
ら
の
私
の
骨
格
本
姿

勢
を
執
行
し
て
い
く
最
初
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。
御
永
知
の
と
お
り
、
固

に
お
け
る
予
算
案
も
三
十
二
年
振
り

の
低
い
仲
卒
と
政
策
的
経
費
で
あ
る

一
般
歳
出
は
、
五
ヰ
連
続
マ
イ
ナ
ス

の
超
緊
縮
型
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た

他
方
財
政
に
お
い
て
も
固
と
同
様
二

.
九
七
労
増
で
緊
縮
型
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ

の
様
な
因
の
財
故
状
況
か
ら
し

て
本
手
皮
の
財
政
広
透
し
は
、
国
庫

支
出
金
を
は
じ
め
と
す
る
依
存
財
源

の
減
額
措
置
等
の
予
測
も
あ
り
、
ま

た
現
今
の
円
高
経
済
不
況
を
え
映
し

多
数
の
企
業
を
有
す
る
本
町
の
財
政

見
透
し
も
必
ず
し
も
楽
観
で
き
る
状

況
で
な
く
落
と
み
を
進
け
ら
れ
な
い

状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
ま
だ
ま
だ

地
方
交
付
税
を
受
け
る
様
な
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

泉

幸

5ム

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ
効

率
的
な
配
分
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
私
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

ふ
ま
え
て
本
年
度
の
予
算
編
成
を
し

土
4
1」
存
ん
。

前
年
度
ま
で
の
か
い
じ
国
体
関
連

事
業
や
総
合
会
館
建
設
等
主
要
建
設

事
業
は
一
応
完

7
を
み
ま
し
た
の
で
、

本
年
度
は
、
身
近
な
環
境
整
備
に
重

点
を
お
さ
、
ま
た
従
来
・
の
継
続
事
業

に
つ
い
て
は
完
了
に
向
け
て
一
層
の

推
進
を
図
る
よ
う
予
算
化
し
、
ま
た

可
氏
皆
さ
ん
の
身
近
に
感
ず
る
経
費

負
担
の
軽
減
、
必
要
花
設
の
改
善
等

を
第
一
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

一
方
二
十
一
世
紀
を
み
す
、
ぇ
魅
力

あ
る
吋
づ
く
り
の
た
め
の
第
三
次
総

合
計
画
、
都
市
基
本
計
画
も
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
交
え
可
氏
の
方
の
参
晶

を
待
て
本
年
度
完
成
に
向
け
て
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

活
力
あ
る
萱
か
な
町
、
つ
く
り
の
た

め
の
本
年
度
予
算
編
成
の
概
要
と
町

政
執
行
の
方
針
を
申
し
述
べ
ま
し
た

が
町
政
仲
及
の
た
め
私
を
初
め
職
員

一
九
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
今
後
共
よ
り
一
得
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
・
申
し
上
げ
ま
す
。
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昭
和
六
十
二
年
度
昭
和
町
一
般
会
計
当
初
予
算
と
国
民
健
康
保
険
ほ
か
三

件
の
特
別
会
計
当
初
予
算
が
、
三
月
十
二
日
開
会
の
三
月
定
例
町
議
会
で
審

議
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
総
額
三

O
億
六
六
一
万
円
、
特
別
会
計
は
、
今
年
度
か
ら

下
水
道
事
業
を
加
へ
、
四
会
計
で
八
億
七
、
八
四
五
万
円
と
な
り
、
一
般
会

計
は
、
前
年
度
に
此
べ
て
五
億
一
、
ニ

O
X
万
一
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ロ

歳
入
の
六
八
・
八
郊
を
占
め
る
町
税

は
、
円
高
経
済
の
影
響
に
よ
る
法
人
町

民
税
の
減
収
や
売
上
税
の
移
行
に
よ
る

わつよし報広

61年度当初比の

5%増伸ひ率は20.
電
気
税
の
減
収
で
二

O
億
六
、
七
七
一

万
九
千
円
と
な
り
、
前
年
度
比
で
三
・

二
銘
増
の
緊
縮
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
地
方
交
付
税
は
、
前
年
に
引

き
続
き
見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

地方譲与税 3，700万 I千円 (1. 296) 

分担金及び負担金 3，608万9千円(1.2 %) 

その他 7.149万 2千円
(2. 4 ~ぢ)

固定資産税 ¥ 

12億1.307万O千円
(58. 7 ~ぢ)

身
近

新
予
算
の
主
な
事
業
は
、
下
水
道
事

業
、
水
田
農
業
確
立
対
策
費
、
釜
無
工

業
団
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
の
夜
間
照
明
費
、
ゴ
ミ
収
集
小
屋
設
置
、

保
育
料
助
成
、
町
営
住
宅
修
理
、
商
工

会
育
成
事
業
、
福
祉
の
ま
ち

、、つ
く
り
推

進
事
業
、
働
く
婦
人
の
家
運
営
費
、
教

育
施
設
整
備
、
区
画
整
理
事
業
、
都
市

計
画
街
路
事
業
、
婦
人
交
通
指
導
員
、

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
な
ど
の
ほ
か
、
道

路
、
河
川
新
設
改
良
事
業
の
身
近
な
環

境
整
備
に
今
年
度
は
重
点
を
お
き
積
極

的
に
計
画
し
ま
し
た
。

ま
た
、
経
常
経
費
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
限
り
節
減
を
図
り
、

町民税
6億 5，778万8千円

(31.8 %J 

その他

1，067万 l千
( 0.5%) 

町たばこ消費税一

6，603万 l千円
(3.2%) 

電気税
l億 2，015万9千円

(5.8%) 

今
後
の
財
政
上
の
見
通
し
の
上
に
立
っ

て
特
別
の
も
の
を
除
き
前
年
度
並
み
に

据
置
き
、
行
財
政
改
革
の
推
進
、
行
政

の
効
率
化
、
簡
素
化
を
踏
ま
え
て
の
予

算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

度年Z
小
E昭

昭和 58年度

昭和印年度

昭和 62年度

その 他

62， 9 0 1 円

農業や商工業の振興

観光・消防・議会・

衛生費

9， 799 円

予防接種や成人病

民生費

2 1， 398 円

老人・身障者・母子

対策・ゴミ処理・

公害対策・地方病

予防などの費用

福祉のまちづくり、

児童子当・保育所な

どの費用

働く婦人の家などの

費用

，~~手9KL
@ø~二かね通

国民健康保険特別会計)(単位:千円)(老人保健特別会計)

額金目科額金日手ヰ

228， 805 支払基金交付金329， 688 費諸療医

64， 463 国庫支出金199 費務総

470， 736 客員総470， 736 

36. 721 

329. 989 

他

額

の

総

そ102 

329， 989 

他

客員

の

総

そ
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~身近な生活環境の整備から~

歳出科目別明細表(単位:千円〉
議 落語N 

語

土 木費 956. 577 
都市計画費 517， 071 
道路橋りょう費 269， 257 

I可 )11 費 113， 803 

土木 管理費 18. 377 

イ主 宅 費 38， 069 

総務 費 666， 276 

総務管理費 194，865 
♂iE 画 費 402. 810 

徴 税 費 43， 729 
戸籍住民基本台帳費 12. 11 0 
監査委員 費 5. 377 
選 挙 費 6， 731 

統計調査 費 654 

教 育費 331，087 

保健体育費 136， 222 
Aずふらー 校 費 88. 829 

社会教育費 33， 124 

中 ，ヲ且ゐユ 校 費 39. 732 
教育総務費 33， 180 

民生費 239. 384 

児童福祉費 136. 083 
社会 福 祉費 103. 300 
災害救助費

農林水産業費 316.938 

農 業 費 316.938 

公債費 216. 291 

公 債 費 216. 291 

衛生費 109.618 

清 掃 費 58， 908 

保健衛生 ‘費 50， 710 

消防費 104， 176 

I首 防 費 104， 176 

議会 費 53. 163 

議 メs;、 費 53. 163 

その他 13. 100 

(商 工 費) 6， 569 

(労 働 費) 1. 029 

(予 備 費) 5，500 

( 災害 復旧費)

(諸支出金 )

総 客員 3.006.610 

(渇水対策事業特別会証制:刊

A その他 1，310万O千円'
(0. 4 ~ぢ j

民生費
2億 3，938万4千円

(8労)

土 木費
9億 5，657万7千円

(31. 8 %) 

土 木費 教育費総務費

8 5， 5 0 8 円 I 5 9. 5 5 8 円 I 2 9， 5 9 6 円
道路舗装や河川整備 |窓口サービスや広報|学校施設整備や文化

・住宅建設・土地区 |誌の発行・選挙・統|・スポーツ活動など

画整理や公園などの |計・町有財産管理・ |青少年対策・学校給

費用 |人件費などの費用 |食の費用

(下水道事業閉会計)

金額科目

渇水対策費

予備費

総額

科目

諸収入

繰越金

総 額

金額

5. 554 

1， 000 

6， 554 

6， 254 

300 費

一
額

蔵山

一

da-

，
-一

ム山
7
1
 

予
一

300 

6， 554 71， 171 
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町内の各地区別の投票所

わつよし報広

投
票
区

第

一
投
票
区

第
二
投
票
区

第
三
投
票
区

第
四
投
票
区

4月26日(日)昭和町議会議員選挙

任
期
満
了
に
伴
う
山
梨
県
議
会
議
員
選
挙
は
、

四
月
十
二
日
に
、
昭
和
町
議
会
議
員
選
挙
は
、

四
月
二
十
六
日
に
そ
れ
ぞ
れ
投
開
票
さ
れ
ま
す
。

明
る
い
社
会
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
の

一
票
で
築
か
れ
ま
す
。
選
挙
に
対
し
正
し
い
認

識
を
持
っ
て
、
健
全
な
社
会
の
発
展
と
平
和
で

明
る
い
郷
土
を
築
く
た
め
立
派
な
代
表
者
を
選

び
ま
し
ょ
う
。
忘
れ
ず
に
投
票
し
て
下
さ
い
。

投
票
で
き
る
人
は
、
山
梨
県
議
会
議

員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
二
年

四
月
十
三
日
以
前
に
生
ま
れ
、
昭
和
六

十
二
年

一
月
二
日
以
前
か
ら
引
き
続
き

三
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人
で
、
本
町

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

で
す
。ま

た
、
昭
和
町
議
会
議
員
選
挙
に
つ

い
て
は
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
七

日
以
前
に
生
ま
れ
、
昭
和
六
十
二
年
一

月
二
十
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
三
カ
月

以
上
住
ん
で
い
る
人
で
、
本
町
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

区

域

不

百一ホ十て

投
票
日
当
日
に
仕
事
や

け
が
、
病
気
、
旅
行
中
な
ど

の
や
む
を
得
な
い
理
由
で
、

投
票
所
に
行
け
な
い
場
合

に
は
、
投
票
日
の
前
に
投

票
す
る
乙
と
の
で
き
る
「
不

在
者
投
票
」
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

不
在
者
投
票
に
は
、
入
国
霊
童
券
(
届

い
て
い
な
い
と
き
は
、
本
人
を
確
認
で

き
る
も
の
(
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
)
)
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
役
場
庁
舎

内
の
町
民
ホ
ー
ル
で
投
票
し
て
く
だ
さ

@
不
在
者
投
票
の
期
間

山
梨
県
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、

四
月
三
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、
ま
た
、

昭
和
町
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、

四
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の

毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
で
す
。
(
休
日
を
含
む
)

(
区
名
)

投

票

所

設

置

場

所

直
一一
小

押

越

、

紙
漉
阿
原
、

河
東
中
島

築
地
新
居

昭
和
町
中
央
公
民
館

(
押
越
5
3
2
番
地
)

西
条
一
区
、

西
条
新
田
、

西
条
二
区

西
条
二
区
第
一
公
会
堂

(
西
条
4
2
6
5
番
地
)

飯

喰
、
河

投

開

西

上
河
東
公
会
堂

F

上
河
東
3
8
4
番
地
)

開
票
時
間

午
後
七
時
か
ら

清
水
新
居

清
水
新
居
公
会
堂

(
清
水
新
居
5
4
0
番
地
)

窃
霞

押
隠
偲
胃
園
開
告

j
定
員
六

O
名
で
開
園
j

時

旧
押
原
保
育
園
の
廃
園
に
伴
い
、
昨

年
七
月
か
ら
建
設
工
事
を
進
め
て
来
た

新
設
押
原
保
育
園
(
理
事
長
・
三
神
善

章
氏
)
は
、
三
月
十
五
日
、
泉
町
長
ら

ほ
か
関
係
者
多
数
出
席
の
中
、
竣
工
式

が
盛
大
に
行
わ
れ
モ

ダ
ン
な
園
舎
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
押

原
保
育
園
は
、
保
育
所
設
置

の
緊
急
性
と
地
元
の
強
い
要

望
で
旧
保
育
園
か
ら
北
へ
一

五

O
m
の
好
立
地
の
所
に
、

敷
地
面
積
二
、

二
九
九
2m
、

建
物
総
面
積
七
五
三

2m
の
鉄

骨
造
り
二
階
建
、
総
工
費

一

億

一
、
九
八
八
万
円
で
完
成

し
、
定
員
六

O
名
で
開
園
と

な
り
ま
し
た
。

園
舎
は
、
一
階
に
事
務
室
、

調
理
室
、
遊
戯
室
、
三
才
児

以
上
の
各
保
育
室
が
あ
り
、

二
階
に
は
、
二
才
児
以
下
の

保
育
室
、
研
究
室
を
設
け
、
敷
地
の
一

部
に
は
プ

l
ル
や
森
林
公
園
的
な
遊
び

場
が
あ
り
、
ゆ
と
り
あ
る
保
育
活
動
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
園
長
の
三
神
ま
ゆ

り
先
生
は
「
と
の
恵
ま
れ
た
施
設
に
安

心
し
て
子
供
を
預
け
て
下
さ
い
。
ま
た

留
学
生
を
招
き
、
園
児
に
国
際
性
を
持

た
せ
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Aゆとりある保育活動をめざして、新しく

誕生した押原保育園

間

※入場整理券を忘れずに/
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読
書
は
大
切
な
知
識
の
涼
j

-
喝
二
月
十
四
日
、
町
教
育
委
員
会
と

一
坪
図
書
館
長
連
絡
会
の
主
催
に

『
宮
よ
る
第
五
回
親
と
子
の
読
書
ひ
ろ
ば
が
中
央
公
民
館
講
堂
で
盛
大
に
開

，
.
か
れ
ま
し
た
。

.
，
司
乙
の
広
場
は
、
親
子
で
身
近
に
あ
る
一
坪
図
書
館
を
利
用
し
た
成
果

掴
臓
を
発
表
し
、
劇
や
ゲ
l

ム
を
通
し
、
読
書
仲
間
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

l

-

2
2

深
め
よ
う
と
聞
か
れ
ま
し
た
。

乙
の
日
は
、
約
六

O
人
の
親
子
が
集
ま
り
、
山
梨
学
院
短
期
大
学
児

童
文
学
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
山
ん
ば
の
に
し
き
」
の
人
形
劇
で

幕
を
開
け
、

一
坪
図
書
館
の
皆
さ
ん
の
「
乙
ぎ
つ
ね
の
誕
生
日
」
「
み

に
く
い
あ
ひ
る
の
子
」
「
ま
が
り
ぶ
ち
の
昔
話
し
」
な
ど
の
紙
芝
居
や

ゲ
l
ム
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

乙
の
後
、
押
原
小
、
司
書
の
秋
山
先
生
の
「
シ
ロ
と
た
け
し
」
の
本
の

読
み
聞
か
せ
が
あ
り
、
チ
ビ
っ
子
の
中
に
は
感
動
し
て
涙
を
流
す
子
も

い
て
、
大
変
有
意
義
な

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

昭
和
五
七
年

一
坪
の
館
長
さ
ん
の
読

み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
か
ち
出
発
し
、
今

年
で
第
五
回
を
迎
え
ま
し
た
。
乙
の
問

乙
の
広
場
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
友
だ
ち

や
お
母
さ
ん
方
は
、
雰
囲
気
に
溶
け
込

ん
で
い
た
だ
き
、
本
当
に
楽
し
く
有
意

義
な

一
時
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

一
坪
図
書
館
は
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ

ん
の
身
近
に
あ
っ
て
お
役
に
立
ち
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
ご
利
用
を
/

団
体
戦
、

個
人
戦
に
熱
戦
を
展
開

j
第

U
回
昭
和
町
卓
球
大
会
r〉

女

団

体

戦

優

勝

紙

漉

阿

原

チ

l
ム

準

優

勝

押

越

チ

ー

ム

三

位

河

西

チ

l
ム

女

個

人

戦

栄
男
子
mm
才
以
下

優
勝
米
倉
克
也
(
河
東
中
島
)

準

優

勝

野

沢

忠

(

西

条

一
区
)

栄
男
子
初
才
j
羽
才
ま
で

優

勝

保

坂

己

好

(清
水
新
居
)

準

優

勝

丸

山

芳

己

(清
水
新
居
)

倉
表
恭
男
子
制
才
i
伺
才
ま
で

川

町

村

優

勝

吉

田

周

平

(

河

西

)

附
一
眼
る
準
優
勝
加
々
美
為
男
(
上
河
東
)

続
泉
け
恭
男
子
印
才
以
上

連
、
受

E

年

ん

を

優

勝

青

原

良

計

(

上

河

東

)

さ
彰
準
優
勝
中
島
光
男
(
築
地
新
居
)

総
女
子
mm
才
以
下

優
勝
結
城
き
み
代
(
清
水
新
居
)

準
優
勝
飯
野
た
か
江
(
河
東
中
島
)

諜
女
子
初
才

i
ぬ
才
ま
で

優
勝
林
え
み
子
(
西
条
二
区
)

準

優

勝

小

島

広

子

(

河

西

)

恭
女
子
的
才
以
上

優
勝
依
田
み
つ
え
(
清
水
新
居
)

準
優
勝
石
田
と
め
子
(紙
漉
阿
原
)

女
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
戦

男
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
米
倉
克
也

女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
依
田
み
つ
え

*
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
戦
は
、
男
女
各
年
齢

別
の
優
勝
者
同
志
で
決
定
し
ま
し
た
。

4 白熱した試合を展開、泉町長も声援
に…… 男子チャンピオン戦一

秋山先生の「シロとたけし」の
本の読み聞かせ、感動してか涙、
涙…/

わ-つよし

坪

の人形劇を熱心に見入っている

一一 中央公民館講堂でーー

乙た少 ー く日て
のなし坪て常出に本
親ら で図 はの来押に
ととも書な生る付親
子考お館ら活事けし
のえ役がなのでらむ
読てに、い中はれ と
書始立そとかあたい
広めつう思らりりう
場た事しい育ま強事
でのが たま ませ制は
すが出面すれんさ 、ー坪図書館長

、来で O な。れ他 連絡協議会
高野幸一氏

、ι中町l/l¥¥M¥M¥M¥M¥..J/l¥l/l¥¥l/l¥ l/l¥M¥l/l¥..J/l¥ L

~rエ1 rシロとたtす し 」 山 付 八 百 1 
4レ-.:.-J たけしは、東京の下町でお母さんと二人暮 し~
L 犬のシロは生まれた時から一緒の大切な家族です~

L ある日、兵隊が来て、 「戦争中に犬を飼うのはぜいたく 4 
Lだム殺してしまえJと言うのです。たけしは、シロを助け 4
j ょうといろいろ努力をします。 ~

1 でも結局シロは殺され 毛皮をはがされ現地の防寒具と 1
なってしまいます。

j たけしは、シロの死がいの乗った車をど乙までも追いか j
jけました。シロは、夢の中で日し、戦争のない地球で 1
;また会おうね。」といいましたO 時

四東でま合小しは後 れ二十
年中すしにさ、、、乙ま日七本
連島がた白な日男団のし、回町
続の 、 O 熱 白頃女体日た町昭の
優米個大し球のあ戦は。民和体
勝倉人会たに練 わに、 体町育
の克戦のプ闘習せ十午 育卓協
栄也男結レ志のてチ前 館球会
冠 さ子果|を成、 1 九 で大主
にんのはをも果六ム時 盛会催
輝が部、展やも O 、の 大がに
き、で次開しあ人個聞 に二よ
まみはのし、つが人会 開月る
しご、 通 て 各て参戦式 催 二 第
たと河りい試、加にの さ十 二

を

/
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ユ
ニ
ー
ク
な
体
操
と

『
い
い
汗
』

。
宮
司

A.rスリムなプロポーションづくりに最高J/ 
ジャズボクシングで運動不足やストレスを解消する

お母さんたち 一総合会館軽運動室で一

。
温
か
い
お
汁
粉
で
ふ
れ
あ
う

0
0

玄戸
E
m
m

上
河
東
区
は
、
一
一
月
一
目
、
区
の
公

団
d
p
一
会
堂
で
体
育
部
と
育
成
会
に
よ
る
恒
例

のた
乙
れ
は
、
新
し
く
区
民
に
な
ら
れ
る

方
々
が
年
々
増
え
る
中
、
区
民
の
親
ぼ

く
と
交
流
を
深
め
合
う
場
と
し
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

乙
の
日
は
、
子
ど
も
三

O
名
と
大
人

五

O
名
が
参
加
し
、
子
ど
も
の
学
年
別

に
よ
る
男
女
個
人
戦
と
各
組
か
ら
男
子

四
人
、
女
子
三
人
の

一
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
七
組
に
よ
る
組
対
抗
戦
が
行
わ
れ
、

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

ζ

の
後
、
温

か
い
お
汁
粉
を
ほ
お
ば
っ
て
、
今
日

一

日
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

』
F

卓
球
の
あ
と
は
、
お
汁
粉
を

@
組
対
抗
戦
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
ほ
お
ば
る
チ
ピ
っ
子
た
ち

優
勝
1

中

組

二

位

l

東
三
組

厚
生
福
祉
課
の
働
く
婦
人
の
家
で
は
、
二
月
の
毎
週
木
曜
日
、

総
合
会
館
に
お
い
て
、
か
い
じ
国
体
で
見
事
に
総
合
優
勝
し
た
ボ

ク
シ
ン
グ
と
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
「
ジ
ャ
ズ
ボ
ク
シ

ン
グ
教
室
」
を
開
催

L
ま
し
た
。

ζ

の
教
室
は
、
年
々
勤
労
婦
人
が
増
え
る
中
、
婦
人
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
目
的
で
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
余
暇
利
用
の
「
軽
ス

ポ
ー
ツ
教
室
」
の

一
環
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
二

O
代
、
三

O
代
を
中
心
に
主
婦
四

O
人
が
参
加

し
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

K
合
わ
せ
て
、
軽
や
か
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み

ジ
ャ
ブ
、
ワ
ン
ツ
!
パ
ン
チ
を
出
し
、
「
い
い
汗
か
い
た
わ
。
楽

し
い
わ
い
と
大
好
評
で
し
た
。

指
導
に
あ
た
る
教
育
委
員
会
の
大
江
主
事
は
=
二
分
間
動
い
て
、

一
分
間
休
む
ボ
ク
シ
ン
グ
の
パ
タ
ー
ン
が
主
婦
の
体
に
合
っ
て
お

り
、
パ
ン
チ
を
出
し
て
ス
ト
レ
ス
の
解
消
も
出
来
る
」
と
普
及
に

力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

中巨摩文化展第 6回 。。

t
y
力
作
三
百
点
余
り
を
展
示
j

中
巨
摩
郡
文
化
協
会
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
、
二

月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
三
日
間
、
第
六
田

中
巨
摩
文
化
展
が
甲
西
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
文
化
展
は
、
中
巨
摩
郡
下
十
一
町
村
の
会
員

の
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
て
、
披
露
し
、
互
い
の
交

流
を
通
じ
て
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
地
域
の
文
化
振
興

に
役
立
て
よ
う
と
毎
年
一
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
、
年
を
追
う
ご
と
に
出
品
点
数
が
増
加

し
、
い
ず
れ
も
未
発
表
の
作
品
で
趣
味
や
技
術
を
生

か
し
て
仕
上
げ
た
書
道
、
写
真
、
絵
画
、
盆
栽
の
四

部
門
に
三
百
十
五
点
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、
観
覧
者

を
魅
了
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

企趣味や技術を生かして仕上げた力作 315
点がそろい、入館者たちの目を楽しま
せていました

企区民総参加の卓球フヱスティパル……

~上河東公会堂で~

。。
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-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

|

一

-

I

l

l

i

-

-

-

-

-

I

l

l

i

-

-

-

l

i

l

i

l

i

-

-

-

1

」
明
治
の
甲
斐
名
湯
案
内
誌
に
よ
る
と
、
は
以
前
か
ら
、
竜
王
町
か
ら
昭
和
、
田
な
深
層
熱
水
型
非
火
山
性
温
泉
の
他
に
い

一

J
〆

よ

一

山

梨

の

温

泉

と

し

て

、

峡

南

の

西

山

温

富

、

玉

穂

一

帯

に

、

甲

府

盆

地

中

南

部

グ

リ

ー

ン

タ

フ

(

緑

色

凝

灰

岩

)

タ

イ

吋

• 

一

9dw〆
，

恥

一
泉
下
部
温
泉
、
甲
府
北
方
の
川
浦
、
温
泉
ベ
ル
ト
地
域
と
も
い
う
べ
き
温
泉
プ
の
温
泉
が
あ
り
ま
す
。
芦
安
村
営
温
ヤ

一

/'apy.'

一

一
，
A
傍〆

L
塩
山
、
湯
村
温
泉
ぐ
ら
い
が
当
時
紹
介
資
源
で
あ
る
深
層
熱
水
が
深
度
八
百
乃
泉
は
、
乙
の
グ
リ
ー
ン
タ
フ
地
域
の
中
嶋

一

4
/

即
一
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
至
九
百
米
に
あ
る
乙
と
を
突
き
と
め
て
級
の
断
裂
系
を
狙
ゥ
て
掘
削
成
功
さ
せ
ベ

一

/

ぷ

/

一

日

一

一

爪

f桝
ぺ

/

h

A
ワ

ノ

ー

お

一

の

後

甲

府

増

富

、

昭

和

三
十
年
代
始
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
民
る
乙
と
が
で
き
た
良
質
な
温
泉
で
す
。
総

・
4

長
漆
摂
際
縦
断
的
J
グ‘

k

h

h

a

企

h
a
A
A

合

問

一
め
に
湧
き
出
し
た
石
和
温
泉
が
温
泉
地
問
の
人
々
も
、
私
達
が
明
ら
か
に
し
て
乙
の
他
、
構
造
線
へ
大
断
裂
系
)
か
ら
吋

いペ
γ
H
u
-
-
/
凶
路
島
〆

i

同瓜
F

E

・
4

4

t

(

一

円
a
l
u
m繁
湾
内
十
1

ー
と
し
て
有
名
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
山
き
ま
し
た
乙
の
温
泉
ベ
ル
ト
地
帯
に
掘
の
温
泉
と
し
て
、
古
く
か
ら
自
然
湧
出
十

劃

令

部

〕

b

椛
一
梨
で
も
、
温
度
が
三
十
度
以
上
あ
る
温
り
始
め
、
次
々
と
温
泉
掘
削
に
成
功
し
し
て

い
る
名
湯
西
山
温
泉
、

自
噴
奈
良
側

主

f
A・
'

ゃ

〆

川

一

佐

今

D
一

〆

分

一

泉

地

域

は

、

そ

う

数

多

く

あ

り

ま

せ

ん

。

て

き

て

い

ま

す

。

十

年

前

に

玉

穂

町

で

回

温

泉

が

あ

り

ま

す

。

昭

和

五

十

八

年

ぷ

操

j

j

l

弘

一

九

ヌ

ザ

昭

和

五

十

年

代

に

な

り

、

喜

一

彦

、

温

泉

を

成

功

さ

せ

た

時

か

ら

、

す

で

に

、

に

は

、

八

ヶ

岳

南

麓

で

始

め

て

三

十

度

い

閥
刈
刈
刈
蹴

4

・J-
/
U
f

山

一
田
中
収
教
授
等
は
、
甲
府
盆
地
内
の
市
乱
掘
を
す
る
と
枯
渇
す
る
タ
イ
プ
の
温
以
上
の
温
泉
を
成
功
さ
せ
る
乙
と
が
で
吋

世
間
提
唱
…
吊

4ぷ
〆

山

一
町
村
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
、
老
人
セ
ン
泉
型
な
の
で
充
分
盆
地
全
域
の
水
収
支
き
ま
し
た
。
白
州
町
の
白
州
塩
沢
温
泉
一

一温
な
ま
仙

d
M匂
y

丸

一

宣同日
C

有

火

/

ト
バ
ゐ
断

V
f
/

恥

一
タ
l
の
目
玉
と
し
て
の
温
泉
資
源
の
可
を
考
え
に
入
れ
て
利
用
す
る
よ
う
に
指
は
、
ミ
ニ
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
で
明
総

〕

'
A
!
，

/

訴

事

担

λ
υ

同
一
色

日

.

4

・a

・

β
u
t
i
'

f
F

4

・t
・f

日
-
ム
自
性
に
つ
い
て
、
相
談
を
自
治
体
か
ら
摘
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
子
孫
の
た
め
ら
か
に
す
る
ζ

と
の
で
き
た
、
塩
尻
小
川

J

J

J

A

〆

一
受
け
る
機
会
が
多
く
な
り
、

玉

穂

町

、

に

水

資
源
管
理
の
重
要
性
を
、
再
度
、
淵
沢
活
断
層
線
上
の
断
裂
系
を
狙
っ
て
ル

咽

れ

一

田

富

町

、

昭

和

町

と

公

共

機

関

の

温

泉

強

調

し

て

-つよし報広( 7 )昭和 62年 4月 1日発行
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水越智也くん
(上河東ニ区)

s 61・8 • 24生

惨

(

父

)

水

越

滋

，

(

母

)

静

子

誰
を
見
て
も
、
ニ
コ
ニ
コ
と
、
と
て
も
愛
想
の
良
い
我
が

家
の
三
男
で
す
。
『
眠
る
子
は
育
つ
』
の
言
葉
通
り
、
自
に

見
え
る
よ
う
に
、
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

わ-つ

$ 

よし

ノ.

長沢 向くん
(西条一区)

s 61・8・8生

h

F

(

父

)

長

沢

実

(

母

)

公

江

生
ま
れ
た
時
は
、
二
、
八
三
四

9
で
し
た
が
、
今
で
は
乙

の
通
り
、
大
福
餅
の
よ
う
に
す
く
す
く
育
ち
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
病
気
せ
ず
元
気
で
活
発
な
子
供
に
な
っ
て
ね
/

報広

栗原志保美ちゃん
(築地新居)

s 61・5・15生

h

F

(

父

)

栗

原

広

幸

(母
)
て
る
み

九
ヶ
月
頃
に
は
、
足
は
拾
え
な
い
な
が
ら
も
一
人
で
立
つ

事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
あ
っ
ち
乙
っ
ち
ぶ
つ
け
な
が
ら

そ
乙
ら
じ
ゅ
う
を
ち
ら
か
し
ま
く
っ
て
い
る
毎
日
で
す
。

判事
長:↑

J1
議
官
ぶ
案

委

す

。

お

申

込

み

い長

底
調
整
室
涜
で
心

。00000000000000QOQO 0 000 0000 0000 C 000 0000 0 00 00000 00000000 00000000 0000 0 000 0 000 0 00 ~ ~。凶

国

下
水
道
事
業
縦
覧
中
・

E

l
l
富
山
釦
滑
川
町

du帆
j

昭
和
町
公
共
下
水
道
事
業
と
釜
無
川
流
域
下
水
道
事
業
が

乙
の
度
認
可
さ
れ
、
た
だ
今
役
場
都
市
開
発
課
で
縦
覧
し
て

い
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
全
体
計
画
六
百
十
五
加

の
内
、
九
十
七
加
を
昭
和
七
十
年
ま
で
に
整
備
し
、
県
事
業

の
流
域
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
韮
崎
市
か
ら
の
幹
線
管

渠
(
町
内
は
布
施
竜
王
線
を
布
設
)
ま
た
、
処
理
場
を
増
穂

町
に
設
置
し
、

一
市
・
十
四
町
村
の
汚
水
を
処
理
す
る
計
画
で
す
。

.公共下水道

通常、市町村がみずから下水道を整

備する場合、公共下水道として実施す

る。乙のうちみずから処理場を設置・

管理するものを単独公共下水道といい、

流域下水道に接続するものを流域関連

公共下水道とし、うっ

.流域下水道

二以上の市町村の流域関連公共下水

道からの下水を受け、乙れを収集する

幹線管渠と乙れを処理する処理場を持

ち、都道府県が乙れを設置・管理するの

公共下水道と
流域下水道

~OOOOOOOOOOOO~。

去
る
二
月
二
十
五
日
か
ら
国
鉄
身
延
線
国
母
駅
西
の
都
市

計
画
街
路

(国
母
工
業
団
地
取
付
け
道
路
)
「
古
府
中
環
状

浅
原
橋
線
」
が
ζ

の
ほ
ど
、

一
部
完
成
し
、
そ
の
供
用
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
乙
れ
に
伴
い
、
身
延
線
の
踏
切
も
同
時
に
閉
鎖
と

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
乙
の
「
跨
線
橋
」
周
辺
の
道
路
は
、
こ
れ
か
ら
大

型
車
な
ど
の
交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
、
一
方
通

行
な
ど
の
交
通
規
制
も
施
か
れ
た
の
で
通
行
に
は
十
分
ど
注

意
く
だ
さ
い
。

私
も
正
し
く
そ
の
様
に
思

い
ま
す
。

現
在
、
体
協
テ
ニ
ス
部

の
仲
間
達
と
釜
無
工
業
団

地
内
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で

練
習
し
て
い
ま
す
が
、
皆
、

一
球
た
り
と
も
無
駄
に
せ

ず
、
入
魂
し
た
球
を
相
手

コ
l
卜
に
打
ち
込
ん
で
お

り
ま
す
。
皆
、
コ
ー
ト
に

い
る
時
の
顔
は
、
生
き
生

き
と
輝
い
て
お
り
ま
す
。

大
会
に
は
、
出
来
る
だ
け

多
く
参
加
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
が
、
試
合
で
は
、

相
手
が
乙
ち
ら
の
弱
み
、
ス
キ
を
と
れ

で
も
か
乙
れ
で
も
か
と
つ
い
て
来
て
、

も
う
大
変
で
す
。
勝
て
ば
心
も
軽
い
ん

で
す
が
負
け
る
と
心
身
共
に
ガ

ッ
ク
リ

し
ま
す
。
私
は
、
コ
ー
ト
で
自
己
表
現

し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
い
る
時
が
本
当
の
自
分
の
様
な
気

が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
楽
し

く
、
面
白
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
す
。
生

涯
、
ボ
ー
ル
を
追
い
掛
け
ま
わ
れ
た
ら

，
幸
せ
'
だ
と
思
い
ま
す

0• 

@
は
つ
。
ひ
い
た
い
む
m〉

テ
ニ
ス
で
自
己
表
現
/
.

テ
ニ
ス
愛
好
者
で
あ
れ
ば
、
異
口
同

音
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
も

テ
ニ
ス
は
心
身
共
に
溜

っ
た
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
、
志
気
を
高
め
る
カ
ン
フ
ル

剤
な
の
で
す
。
テ
ニ
ス
は
、
相
手
の
ボ

ー
ル
を
ど
の
様
に
対
処
す
る
か
が
大
変

重
要
で
自
身
の
攻
守
の
仕
方
で
道
が
開

閉
し
て
来
ま
す
。
個
人
競
技
で
す
か
ら

原
因
は
，
己
に
あ
り
'
の
場
合
が
多
く

な
り
ま
す
。
よ
く
ス
ポ
ー
ツ
は

「社
会

の
縮
図
だ
」
と
言
う
事
を
聞
き
ま
す
が

「気力、体力、技術を充分に発揮」

西条二区藤田正彦さん (31才)

西条ニ区、国母駅前の「跨線橋j
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⑤
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わ

4竺信玄公多ぞり

や昭和町軍団
「土屋右衛門尉昌次J隊出陣令

女出陣儀式総合会館前午前11 時~12時

多数のみなさんど参観をお願いします。

なお、甲州軍団出陣(武者行列)は、甲府

駅前 a 平和道りを午後 6時から 8時の間K

-大戦国絵巻を繰り広げます。 札。.-S'o
喫為も官同 刀、

一つよ

@
四
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
七
、
四

O
O
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
よ
り
高
い
年
金
を
受
け

た
い
人
は
、
月
額
四

O
O円
の
付
加
保

険
料
を
含
め
た
月
額
七
、
八

O
O円
を

納
め
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

。
四
月
三

O
固
ま
で
に
一
年
間
の
保
険

料
を
前
納
す
る
と

年
額
八
八
、
八

O
O円
の
と
乙
ろ
が

八
六
、
六
六

O
円
納
め
れ
ば
よ
く
二
、

一
四

O
円
割
引
き
さ
れ
ま
す
。
便
利
な

前
納
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
住
民
係

電
布

2
1
1
1
(
内
線
M
・
お
)

し報広( 9 )昭和 62年 4月 1日発行

甲
府
市
水
道
局
で
は
、
使
用
者
の
み

な
さ
ん
に
水
道
事
業
に
つ
い
て
ど
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
施
設
見
学

と
水
道
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間

4
月
j

m
月
(
火
・
木
曜
日
)

時

間

午

前

9
時
初
分
j
午
後
3
時

対
象
家
庭
の
主
婦
(
何
人
か
ら
お

人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
)

※
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
グ
ル
ー

プ
の
責
任
者
が
参
加
者
を
と
り
ま
と

め
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
〔
水
道

局
の
パ
ス
(
定
員
犯
人
)
も
利
用
で

き
ま
す
。
〕

@
申
込
み
・
間
合
先

甲
府
市
水
道
局
サ
ー
ビ
ス
課
広
報
係

電
お

3
3
1
1
(
内
線
ね
)

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
な
ど
、

軽
自
動
車
税
の
対
象
に
な
る
も
の
に
異

動
(
廃
車
、
取
得
、
転
居
な
ど
)
が
あ
っ

た
と
き
は
直
ち
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
申
告
を
し
な
い
と
乙
ん
な
時
に
困
り

ま
す
。

A
事
実
上
廃
車
し
て
い
て
も
、
い
つ
ま

で
も
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

企
町
外
へ
転
出
さ
れ
た
場
合
、
原
動
機

付
自
転
車
の
標
識
(
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
)
の
返
納
に
つ
い
て
、
転
出
先
よ
り

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

⑨
申
告
手
続
の
あ
ら
ま
し

企
原
動
機
付
自
転
車
(
百
二
十
五
∞
以

下
の
バ
イ
ク
)
、
小
型
特
殊
自
動
車
(

農
耕
作
業
用
自
動
車
、
ホ
ー
ク
リ
フ
ト

等
)
の
申
告
は
↓
役
場
税
務
課
窓
口
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
陸
運
事
務
所
又

は
軽
自
動
車
協
会
で
手
続
き
を
し
て
下

大」い。

昭和 62年 2月執行分

t= T=~今、工事中です
lf入札結果'J

円|側新光土木

12，670，000 I竜王町竜王 |建設課

2476 - 1 

西条一区地内
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新路水線号PO

 

円

L道

事
町
工

都

市

整

備

係

生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め

K
四

名
の
ス
タ
ッ
フ
で
設
置
さ
れ
ま

し
た
。仕

事
の
内
容
は
、
都
市
計
画

や
土
地
利
用
計
画
の
策
定
、
下

水
道
、
区
画
整
理
、
開
発
行
為

や
建
築
行
為
の
指
導
、
都
市
計

画
街
路
、
広
場
や
公
園
の
整
備
、

地
価
公
示
に
関
す
る
事
で
す
。

う
る
お
い
と
活
力
に
満
ち
た
、
し
か

も
個
性
と
風
格
の
あ
る
新
し
い
ま
ち

c

つ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
設
課
の
岡
引
開
幽

女
都
市
開
発
課

i

内
都

市

計

画

係

1.270.000 

町道 211号線水路改

修工事

%
に
ま
フ

ス
と
ツ

一
い
タ

ユ
本
民
ス

ニ
住
」

い
u

す

し
い
ざ

新
し
め

、
新
を

代
「

w

会
時
て
り

い
っ
く

し
か
づ

新
向
ち

い

都
市
開
発
課
は
、

二
十
一
世
紀
に
向

一
け
て
の
都
市

c
つ
く
り
を
目
指
し
て
、
調

心
和
と
均
衡
の
と
れ
た
快
適
な
住
み
よ
い

大松工業側

昭和町西条 |経済課

2176 

内藤組

昭和町押越 I~設課
2133 

紙漉阿原地内

8 62. 2.17 

-62. 3.20 

押越地内

862.2.17 

-62. 3.25 

町単道路改良工事

3.690.000 

2.900.000 

5.890.000 
西条新田、西

条地内
8 62. 2.26 
-62. 3.28 

町道 350号線、 361号
線道路改良工事事

町単道路改良工事

内 藤 組
昭和町押越

2133 
1.870.000 

押越地内

8 62. 2.26 

-62. 3.28 

町単水路改修工事
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3長銀答長銀器管議長 ヨ長議長銀喜安否受話受話安否受話受話長り

わ

よ

-つ

た、
よ

生衛健保
写

Z
W唱
h
h足
跡州説
M
Md
問
諸
説
書

日 時 4月11日出・25日出午前9時--11時30分

場 所 総合会館

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してくださし、。妊娠

証明書は、必要ありませんO

※一般健康相談は 40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしています

のでお気軽にお出かけください。

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所

4月15日
午後 1時 00分~

昭和 61年 3月生まれ

(水〉
(西条地区〉

昭和 61年 6月生まれ
午後 1時 30分~ 総合

4月16日
(押原地区〉

昭和61年 9月生まれ
会館

(木)
午後2時 00分~

昭和 61年 12月生まれ
(常永地区〉

実施日 場 所 受 付 時間

清水新居公会堂 9:30 '" 10:30 
4月15日 西条新田 10:45 --11:30 

(水) 西条一区 1:00 -- 2:00 
西条二区第 3公会堂 2:15 -- 3:00 
西条二区第 l公会堂 9:30 --10:45 

4月17日 紙漉阿原 11:00 --11:45 
(金) 押越公会堂 1:00 -- 1:45 

河東中島公会堂 2:00 -- 3:00 
築地新居公会堂 9:30 --10:30 

4月20日 飯喰集落センタ」 10: 45 --11: 30 . 
(月〉 河西公会堂 1:00 -- 1:45 

上河東公会堂 2:00 -- 2:45 I 

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時聞は、午後2時30分ですのでご承知下さし、。

狂対丙予防法に基づく昭和61年度犬の登録及び狂犬病予防注

射を実施しますので、生後3ヶ月以上の犬を飼っている家庭

では最寄りの会場で登録と予防注射を済ませてくださし、。

※料金は次のとおりです。

ー一ーーー一ー一一一一一一一一一 集合注射 訪問注射

犬の登録手数料 2， 100円 2， 100円

注 射 済 票 交 付 手 数 料 400円 400円

予 防 在 射 料 2， 300円 3， 500円
メ口ー、 計 4，800円 6， 000円

4月24日缶詰午後 1時--2時

総合会館

。 I期・ ・・昭和 59年9月 1日~昭和 60年 2月

28日までの出生児

。 II期・・ I期 3回を完了して 1年から 1年 6

か月以内の者

。昭和 58年 3月 1日~昭和 59年8月 31日まで

の出生児で未接種者

持ち物 母子手帳・問診票

く注意事項〉

O 前夜と当日の体温は必ずはかつてくださし、。

O 問診票の記入もれや押印の忘れがないよう注意して下さい。

O 接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくださし、。

《つぎのような人は接種できません》

1.発熱しているもの、または著しい栄養障害者。

2.心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっているものO

3.はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内

のものO

4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起したものO

時

所

児当

日

場

該

日 時 4月 24日⑮午前 10時 20分--10時 25分
場 所 総合会館前
※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてくださし、。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっかり
封をしてください。

よ
り
よ
〉

貌

ア

}

な
る
た
め
に

〈
中
学
生
に
な
っ
て
〉

自
立
性
を

し
っ
か
り
つ
け
よ
う

中
学
校
は
こ
わ
そ

う
だ
か
ら
行
き
た
く

な
い
、
と
思
っ
て
い

る
子
供
が
、
最
近
増

え
て
き
ま
し
た
。
不

安
感
を
も
っ
親
も
目

立
ち
は
じ
め
ま
し
た
。

校
内
暴
力
や
い
じ
め

が
報
道
さ
れ
る
た
び
、

心
配
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
実
際
は
、

い
ま
の
中
学
校
は
決

し
て
そ
ん
な
に
心
配

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
リ
問
題

を
お
こ
す
子
供
は
ご

く
一
部
で
す
。
先
生

た
ち
は
、
子
供
と
の

聞
に
、
愛
情
に
満
ち

た
信
頼
関
係
を
つ
く

る
た
め
に
、
た
い
へ

ん
な
努
力
を
領
け
て

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
見
て
も
本

県
の
中
学
校
は
、
最

も
問
題
の
少
な
い
県

と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
不
安
に
か
ら
れ

る
よ
り
も
、
中
学
校
は
生
徒
た
ち
が
、

子
供
か
ら
お
と
な
に
な
る
と
い
う
自
覚

と
誇
り
が
も
て
る
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ

だ
、
と
い
う
考
え
に
た
っ
て
、
希
望
を

大
き
く
も
っ
て
入
学
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
親
の
不
安
感
は
、
子
供
を
萎
縮

さ
せ
る
ば
か
り
で
す
。

入
学
し
た
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、

中
学
校
の
先
生
た
ち
が
い
ち
ば
ん
心
配

し
て
い
る
こ
と
は
、
中
学
生
に
な
っ
て

も
自
立
心
が
低
く
て
、
自
分
の
目
標

(
希
望
)
が
も
て
な
い
子
供
が
多
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
な
か
に
は
、
日
常
の

基
本
的
な
生
活
行
動
さ
え
満
足
に
で
き

な
い
子
ど
も
が
い
て
、
指
導
に
困
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
生
活
の
影
響
が

強
い
の
で
、
上
級
生
に
な
っ
て
も
な
か

な
か
直
り
ま
せ
ん
。
甘
や
か
し
、
放
任

の
家
庭
に
こ
う
い
う
子
供
が
多
い
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

学
習
の
面
で
も
、
ク
ラ
ブ
や
部
活
動

に
お
い
て
も
、
目
標
を
し
っ
か
り
も
っ

て
、
先
生
や
友
人
と
た
く
ま
し
い
活
動

を
す
す
め
な
が
ら
、
生
き
生
き
と
働
く

力
を
つ
け
ケ
こ
と
に
情
熱
を
燃
や
す
、

そ
れ
が
中
学
生
で
す
り
先
生
や
親
や
友

だ
ち
か
ら
積
極
的
に
情
報
を
あ
つ
め
て
、

三
年
間
の
聞
に
自
分
の
進
路
が
決
め
ら

れ
る
、
こ
れ
が
中
学
生
と
し
て
の
大
事

な
条
件
で
す
。
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医

大

病

院

か

ら

健

康

メ

モ

女
日
本
人
と
胆
石

山
梨
医
科
大
学
助
教
援

第

一

外

科

松

本

わ

胆
石
症
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る

病
気
で
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
身
近
か

な
病
気
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
と

言
い
ま
す
の
は
、
胆
石
症
ほ
ど
食
生
活

文
化
と
密
接
な
関
係
の
病
気
も
少
な
い

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

胆
石
に
は
そ
の
成
分
と
し
て
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
多
く
含
ま
れ
る
硬
い
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
胆
石
と
、
赤
血
球
が
肝
臓
で

壊
れ
て
で
き
る
ビ
リ
ル
ビ
ン
を
主
成
分

と
す
る
黒
い
柔
ら
か
い
ビ
リ
ル
ピ
ン
胆

石
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
も
ビ
リ
ル
ビ
ン
も
胆
汁
の
主
な

成
分
で
あ
り
ま
す
が
、
乙
れ
ら
か
ら
胆

石
が
作
ら
れ
る
機
序
は
全
く
異
な
り
ま

す
。
ビ
リ
ル
ビ
ン
胆
石
は
胆
道
と
言
う

胆
汁
が
肝
臓
か
ら
十
二
指
腸
に
流
れ
る

道
に
、
大
腸
菌
な
ど
の
細
菌
が
感
染
す

る
と
出
来
ま
す
が
、
現
在
で
は
ほ
と
ん

ど
胆
管
と
肝
臓
の
中
に
限
っ
て
出
来
ま

す。
第
二
次
大
戦
以
前
は
姻
虫
な
ど
寄
生

虫
が
胆
道
に
入
り
、
そ
れ
が
原
因
と
な

っ
て
胆
嚢
に
も
ビ
リ
ル
ビ
ン
胆
石
が
出

来
ま
し
た
。
乙
の
胆
石
は
ま
た
低
蛋
白

食
で
も
出
来
易
い
乙
と
が
知
ら
れ
て
お

り
、
昭
和
二

0
年
代
以
前
の
日
本
人
の

胆
石
の
七

O
労
は
ビ
リ
ル
ビ
ン
胆
石
で

-つよし報広(11)昭和 62年 4月 1日発行

由
朗

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

後
日
本
人
の
栄
養
状
態
の
向
上
や
生
活

環
境
の
改
善
で
寄
生
虫
も
ほ
と
ん
ど
み

ら
れ
な
く
な
り
、
ま
ず
都
市
部
か
ら
ビ

リ
ル
ピ
ン
胆
石
は
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
ζ

の
胆
石
は
特
異
な
体
質
の

人
に
の
み
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん

が
、
し
か
し
ピ
リ
ル
ビ
ン
胆
石
は
黄
痘

や
発
熱
、
ま
た
は
急
性
時
肝
炎
な
ど
を
合

併
し
、
時
に
は
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
病

気
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
胆
石
は
欧

米
型
の
胆
石
と
言
わ
れ
た
も
の
で
し
た

が
、
肝
臓
で
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
代

謝
異
常
K
よ
っ
て
胆
嚢
の
中
K
出
来
る

乙
と
が
判
っ
て
お
り
、
日
本
で
も
ま
ず

都
市
生
活
者
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
胆
石

が
増
加
し
て
き
ま
し
た

D

近
年
で
は
農

林
部
で
も
こ
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
胆
石

が
増
え
、
日
本
人
全
体
で
は
五

O
才
以

上
に
な
り
ま
す
と
一

O
M汚
か
ら
一
五
婦

の
胆
石
保
有
率
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
乙
れ
は
脂
肪
を
含
む
高
蛋
白

の
食
事
の
た
め
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
胆
石
は
大
部
分

が
胆
嚢
の
中
で
作
ら
れ
、
激
し
い
腹
痛

や
背
中
の
痛
み
を
き
た
す
乙
と
で
知
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
な
か
に
は
全
く
無

症
状
で
経
過
し
て
い
る
乙
と
も
多
い
乙

と
が
最
近
判
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
胆
石
は
現
在
で
は

超
音
波
診
断
(
エ
コ

l
)
で
容
易
に
診

断
で
き
、
人
間
ド
ッ
ク
で
発
見
さ
れ
る

場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
治
療
法

に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
ま

す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
胆
石
は
小
さ
い

も
の
で
は
内
服
薬
で
溶
け
る
場
合
も
あ

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
直
経
一

仰
以
上
の
も
の
や
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

以
外
の
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に

は
溶
け
難
く
、
ま
た
女
性
で
は
六

O
才

以
上
に
な
り
ま
す
と
無
症
状
の
胆
石
で

も
発
癌
と
の
関
係
が
統
計
上
指
摘
さ
れ

て
い
る
と
と
ろ
か
ら
、
胆
石
が
発
見
さ

れ
た
場
合
、
消
化
器
病
の
専
門
家
に
相

談
さ
れ
る
乙
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

〉
」
イ
ワ
/
ほ
/
立
俳
句

(
敬
称
略
)

山
の
名
を
よ
く
知
る
人
よ
春
隣

山
の
名
を
聞
き
つ
つ
湯
槽
日
却
仲
ぶ

磯

部

信

与

暮
れ
て
な
ほ
畑
に
人
お
り
虎
落
笛

冬
の
雨
枢
に
傘
を
さ
し
か
け
て

長

田

そ

の

子

来
て
し
夜
今
日
の
然
、
り
の
械
椋
替
、
え

ま
た
倒
す
爪
楊
枝
入
れ
春
矩
造

小
沢
百
合
子

」、春山
ての恭
寝シ花

ヨ Lこ

i庭
通師
E各の
lこ特
見当
飽置
さし、
して
児 あ
はる

J苛
田

春
一
番
波
璃
戸
に
姿
映
し
ゅ
く

ス
カ
ー
フ
で
頬
被
り
し
て
退
院
す

輿

石

さ

主

代

ど
の
道
を
行
く
も
余
寒
の
つ
い
て
来
る

日
脚
仲
ぶ
ガ
ラ
ス
の
中
の
長
電
話

内
藤
ふ
く
次

歩
み
初
め
し
靴
水
色
や
羊
萌
ゆ
る

そ
の
中
の
一
冊
さ
が
し
ま
春
の
書
架

松

岡

満

子

縁
に
干
す
布
団
を
え
う
嬰
写
真
披
る

咳
堪
え
子
の
寝
る
部
屋
を
急
ぎ
出
る

薬

袋

花

枝

伊鶴前古遠輿渡塚相望阪米和木風上井 深坂蓮千山原今保秋同種海 八相 . 
藤田島屋藤石遺田原月本津田村間野上子 威勢込津本沼野本 村坂山田原野氏 綴験 日本日 γ 

由 の際機覇 支 とたみ 議選議 ま六今、
彩 桃里貴尚純一紀 未梨絢拓千慶諭氏 際翻 ろ 郁 も和ま広ゆ 美弘名 際翻 で十 杓
都晃子加司美子心恵祐波奈子真種太輝名 関綴 き大子修子弘み文き進雪文 際翻 のー ;ム

町 四 脳 間制悶 届年 ぜ'1)

;it 
称日 Lノ
略<-

っ• 
地

区

清

水

新

居

河

西

築

地

新

居

西

条

二

区

西

条

二

区

河

西

好
子

車保
佳智保光克 春一昭将真弘以 富 久 護
三英彦昭 己 策 均夫仁三仁二明郎勝男雄者

地

区

上

河

東

清

水

新

居

西

条

一

区

西

条

一

区

上
河
東
二
区

西

条

二

区

河

西

押

越
上

河

東

清

水

新

居

上
河
東
二
区

築
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9&7 (うづき)

町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿

月A P R I R =卯

わ一つ

@Aの乙川

よし報広

16 
押原小学校・西条小学校入学式
押原中学校始業式
行政相談(中央公民館PM1:OO

新学期

地価公示普及月
間

狂犬病予防注射C10P参照)用土
17 2 

18 
信玄公祭り(出陣儀式 AM

11 : 00-総合会館前)

3 

4 

21 

22 

6 

ア
世界保健デー

健康の日

一人暮し老人食事サーゼス花まつり
23 8 

3種混合予防接種(総合会館)
不用犬猫収集日(総合会館)

母子手帳交付及び一般健康相談
日(総合会館)
りハビリ教室(総合会館)

24 9 

10 

11 

婦人週間

rtl人 4丹より町指定の紙袋と荷札が

IiG円に傭下がりしますσ i 

1.必ず町指定の紙袋または荷札を使

って出してください。

2.収集袋、荷札には必ず住所、氏名

を記入してください。

3.収集日の当日午前8時30分までに

出してください口

4.可燃物、不燃物の分別はしっかり

お乙なってください。

5.台所のゴミは水切りをして出して

ください。

8日

行政相談(中央公民館PM1 :00 

狂犬病予防注射ClOP参照)

3日、 7日、 10日

14日、 17日、 21日

24日、 28日

13 

火・金曜日

科学技術週間

週
弁ー

士号

22日
月

第 4水曜日

27日、 30日23日

15 

区

島

原

区

属

地

中

阿

地

新

東

原
越
東
漉
永
地
喰
西
河

押
押
河
紙
常
築
飯
河
上

。
「
l
l
L
O
F
i
l
l
-
-
L

14 

井 -

士号

15日

月

第 3水曜日

ト 一

時2目、 6日、 9日

13日、 16日、 20日

週

月・木曜日

毎


